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自分を守る！ ▶初動体制の構築 社員等に対する教育・啓発・訓練を行う 

003 
動物避難所を全国に広めるための動物避

難所開設訓練と動物避難所マップの構築 

取組主体 

NPO 法人人と動物の共生センター 

従業員数 想定災害 実施地域 

７人 全般 岐阜県 

 災害時に動物を預かり、飼い主の避難行動や被災生活を支援する動物避難所の開設訓練を毎年夏と冬に実施。全

国的にニーズのある動物避難所をマップ化し、取組事業者とのつながりを強化。 

1 取組の特徴（はじめたきっかけ、狙い、効果、工夫した点、苦労した点） 

 夏と冬に動物避難所の開設訓練を実施 

 ペットの適正飼育の普及啓発や余剰動物問題の解決、ペット産業のCSR推進に

取り組んでいる NPO 法人人と動物の共生センターでは、令和元年より毎年、動

物避難所開設訓練を実施している。夏と冬でそれぞれ必要なことが異なるため、

季節を分けて年に 2 回実施している。 

 災害時に動物避難所があることで、ペットと共に避難できる避難所のない地域の

飼い主でもペットを預けることができ、自身の避難をためらうことなく避難所で生活を

送りながら、生活を立て直すことができる。 

全国動物避難所マップ「うちトコ動物避難所マップ」を開発 

 令和 2 年より全国動物避難所マッププロジェクトを開始し、全国動物避難所マップ

Web サイト「うちトコ動物避難所マップ」を令和 3 年 11 月に公開した。同サイトを

通じて全国の動物避難所の設置を検討している事業者とつながり、マップ化するこ

とで、災害時に被災した動物の預かりや、人と動物が避難所で共に生活する同伴

避難が円滑に進むよう支援を行っている。 

 令和 2 年 7 月の豪雨災害の際には、同センターとして初めて動物避難所を開設した。動物避難所開設の知らせ

は SNS で拡散され、1,000 件以上のシェアやリツイートがあった。「うちの地域でも欲しい」等の声が多く上がり、動

物避難所の全国的なニーズが確認された。 

2 取組の平時における利活用の状況や防災・減災以外の効果 

  平時からペット防災に関する活動情報の発信や啓発活動を実施し、利用者が相互に学び合う環境を整えている。 

 同法人は、環境省が平成 31 年に策定した「被災ペット救護施設運営の手引き」を参照して活動を行っている。ま

た、独自に「民間動物避難所ガイドライン」を策定、公開しており、今後も改訂を続けていく考えである。 

3 現状の課題・今後の展開等 

  動物避難所開設訓練を県内全域に広められていない点や、行政との連携が不十分であることが課題であると認識

している。うちトコ動物避難所マップについても、Web サイトをオープンしたばかりで登録避難所数が少ないため、今

後、動物避難所と併せて周知啓発に力を入れていきたいと考えている。 

担当者の声 

 災害は必ず起こります。積極的に備えを進め、被災しても希望を持って復興できる社会を目指したいと考えています。動

物は人の心に幸せをもたらし、動物を守ることは人の心を守ることにつながります。全国に広がる取組にしていきたいです。 

問合せ先 サイト URL 動画 

NPO法人人と動物の共生センター 法人番号：8200005011460 
TEL：058-214-3442 FAX：058-214-3640 
お問合せ：http://human-animal.jp/contact 

  

うちトコ動物避難所マップ 

動物避難所開設訓練の様子 


